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基本問題

三角形の性質
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平行四辺形ABCDにおいて，4つの角の二等分線によってできる四　　A

角形を右の図のようにEFGHとするとき，四角形EFGHは長方形で

あることを証明せよ。

塵野
平行四辺形ABCDにおいて，対角線の交点0を通る直線と2辺AD，BCとの交点をそれぞれ

P，Qとすれば，0は線分PQの中点であることを証明せよ。

正三角形ABCの重心をGとすれば，LBGC＝1200であることを証明せよ。

△ABCの重心をGとすれば，3つの三角形GBC，GCA，GABの面積は等しいことを証明せよ。

右の図の鋭角三角形ABCにおいて，外心を0とするとき，

LBOC＝2／＿BACであることを証明せよ。

二
LA＝900である直角三角形ABCの外心は辺BCの中点Dと一致する。このことを証明せよ。

△ABCの頂点Aから対辺にひいた垂線をADとする。Aと△ABCの外心0を結ぶ直線が外接円

と交わる点をEとすれば，LBAE＝LCADであることを証明せよ。
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19．三角形の性質

1辺の長さが6の正三角形ABCの内接円の半径rを，右の図を利用して求め　　　　　A

半径rの円に内接する正三角形の内接円の半径を求めよ。

右の図の直角三角形ABCにおいて，Ⅰは△ABCの内心，また，D，

E，Fは内接円と　△ABCの3辺との接点である。このとき，内接円の直

径と斜辺AB　との和は他の2辺BCとACの和に等しい。このことを証

明せよ。

←　　　　　　　　　　　　＋

標準問題
←一十．　∴

右の図の△ABCにおいて，K，Lはそれぞれ辺AB，ACの中点である。

このとき，BL＝CKならば，△ABCは二等辺三角形であることを証明せよ。

B D C

豪
鋭角三角形ABCにおいて，その外心を0とする。点0の辺BC，CA，ABに関する対称な点をそ

れぞれD，E，Fとするとき，点0は△DEFのどのような点であるか。

三角形の3中線は1点で交わり，各中線はこの点で2：1に内分される。

右の図は，上の定理を証明するための1つの方法を示している。その証明を

かけ。

B C
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右の図の△ABCにおいて，垂心をHとする。このとき，次の等式が成り

立つことを証明せよ。

（1）とBAH＝乙BCH

（2）LHBC＋LHCB＝LBAC

右の図の△ABCにおいて，辺BCの中点をMとし，また，外心を0，垂

心をHとする。このとき，AH＝20Mであることを証明せよ。

二

LA＝900である直角三角形ABCがある。AB＝6cm，AC＝8cmであるとき，この三角形の内接

円の半径を求めよ。

△ABCにおいて，内心をⅠ，また，LA内にある傍心（傍接円の中心）をIl　とする。このとき，次

の等式が成り立つことを証明せよ。

（1）LBIC＝900＋与LBAC

（2）LBI．C＝900－iLBAC

右の図の△ABCにおいて，内心をI，内接円の半径をr，LA

内にある傍心をIl，傍接円の半径をrlとする。．α＋み＋C＝2∫　とす

るとき，次の式を証明せよ。

（1）△ABCの面積ぶ＝r∫

（2）AE＝AF＝∫－α

（3）AJ＝AK＝∫

（4）ぶ＝rl（∫－α）

FA＼＼、、一、－－C一一一

簡課 �「セミナーノート」第18講座69～72ページ 「数学αの完全整理」144～148ページ 
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20．線分の比例関係

線分の比例関係

炉解答は「考え方と解答」60ページ
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右の図において，DE〟BC，D，E′〟BCである。このとき，次の線分の長さ

を求めよ。

（1）AB＝5，AD＝3，AC＝10のとき，AE

（2）AB＝10，AD＝7，DE＝21のとき，BC

（3）AB＝10，AD，＝12，AE′＝18のとき，CEl 妻．
△ABCにおいて，BC＝15，CA＝8，AB＝12とする。この三角形で，LAおよびその外角の二等

分線が直線BCと交わる点をそれぞれD，Eとするとき，線分DEの長さを求めよ0

右の図で，直線lが△ABCの辺BCの延長，辺AC，辺ABと交わる

RB＝2AR，QA＝icQであるとき，BP：PCを求めよo

右の図の△ABCにおいて，3中線AD，BE，CFは1点で交わることを，

チェバの定理を用いて証明せよ。

右の図のように，半径5の円の中心0から3の距離にある点Pを通る弦

APBがある。

（1）PA＝5のとき，PBの長さを求めよ。

（2）この場合における方べきの値を求めよ。

二
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言、＋ 標準問題慧
台形ABCD（AD〟BC）において，対角線の交点0を通りBCに平行な直線が2辺AB，DCと交

わる点をそれぞれE，Fとする。AD＝7，BC＝13であるとき，次の問いに答えよ。

（1）比AO：ACを求めよ。

（2）線分EFの長さを求めよ。

△ABCにおいて，BCの中点をMとする。LAMBの二等分線がABと交わる点をD，LAMC

の二等分線がACと交わる点をEとすれば，DE〟BCであることを証明せよ。

右の図の△ABCにおいて，頂点Cを通る直線が中線ADおよびABと

交わる点をそれぞれE，Fとする。このとき，

AE：ED＝2AF：FB

であることを証明せよ。 ∠途
右の図の△ABCで，辺BCの中点をD，LBの二等分線とAC，ADの　　　　　A

交点をそれぞれE，Pとする。直線CPと辺ABの交点をFとすれば，

BF＝EFとなる。このことをチェバの定理を用いて証明せよ。

右の図のように，半径rの円0の内部に定点Pがあって，OP＝αである。

点Pを通る弦をAPBとするとき，

（1）AP・PB＝r2－α2であることを示せ。

（2）AP2＋PB2を適当に変形して，その最大値と最小値を求めよ。

「セミナーノート」第19講座73～76ページ 「数学αの完全整理」149～154ページ 
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